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本日ここに、令和５年第３回市議会定例会の開会にあたり、提出いたしました

案件のうち、主なるものにつきまして、その概要を申し上げ、併せて、私の所信

の一端を申し述べ、議員各位、並びに市民の皆様のご理解とご協力をお願い申し

上げます。 

 去る、６月２５日から７月１日まで、姉妹都市締結５０周年を記念してフェア

フィールド市を訪問してまいりました。 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、２年延期となっておりましたが、田原一

孝市議会議長をはじめ、市民の代表７名からなる親善使節団により、訪米するこ

とができ、韮崎フェアフィールド交流協会及び関係各位のご理解とご協力に感謝

申し上げます。 

 フェアフィールド市では、キャサリン・モイ市長をはじめ、市議会や実行委員

会等の皆様から心温まるおもてなしをいただき、先人たちが築いた半世紀に及ぶ

歴史の重みを改めて実感したところであり、両市の友好の絆を一段と深めること

ができました。 

この視察で得た経験を、今後の交流事業と各種施策に活かしてまいります。 

 今月１０日に開催いたしました、中学生議会では、東西中学校から１３名の議

員が参加し、中学生ならではの目線で質問や提案をいただきました。 

 将来を担う生徒が政治や選挙に関心を持ち真剣に考え、しっかりと発言してい

る姿を見て、とても頼もしく感じるとともに、いただいた意見につきましては、

今後の市政運営に反映してまいります。 

 これからもチーム韮崎の一員として、よりよいまちづくりに関わっていただけ

ることを期待しております。 

5 日には、韮崎中央公園陸上競技場において、7年ぶりに、2回目となる「夏期

巡回ラジオ体操・みんなの体操会」を開催し、約６９０人の方々にご参加をいた

だきました。 

今回の体操会を契機に、子どもから高齢者までが生涯を通じて気軽にスポーツ

に親しめる環境づくりをさらに推進してまいります。 

 また、１１日には、第５回サンライズヒル・穂坂ヤマケンカップを開催いたし

ました。 

 当日は、約２８０名が参加され、小学生から７０代までの幅広い年代の方々が、

国内外で活躍するゲストランナーとともにゴールを駆け抜けました。 

今後、穂坂自然公園を核とした通年型のトレイルランニングイベントの開催に

より、スポーツツーリズムを通じた本市への誘客と地域の活性化を推進してまい

ります。 

１６日に開催した花火大会は、４年ぶりに夏の夜空に色鮮やかな大輪の花を咲

かせ、多くの来場者を魅了いたしました。 
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これもひとえに、協賛していただいた企業をはじめ、韮崎市商工会、各種団体

の皆様方のご協力の賜物と深く感謝申し上げます。 

 さて、我が国の経済状況につきましては、内閣府の月例経済報告において「景

気は、穏やかに回復している」とされ、日銀甲府支店による金融経済概観でも「県

内景気は、一部に弱めの動きがみられるものの、持ち直している」とした総括判

断をしております。 

 一方で、依然として食料品や燃料等の高騰が続いていることから、今後も物価

上昇による市民生活への影響などに注視してまいります。 

次に、本年度の主な事業の動向と新たな取組みについて申し上げます。 

始めに、子育て支援の充実についてであります。 

「ベビーファースト運動」につきましては、子育てを支援する環境づくりを醸

成するため、運動に参画する事業者を「赤ちゃんに優しい事業所」として認定し、

来月のにらちびフェスティバルにおいて紹介するなど、地域全体にサポートの輪

を広げてまいります。 

また、こども家庭庁が掲げる「こどもまんなか社会」の趣旨に賛同し、「こども

まんなか応援サポーター」宣言を行い、この取組みの第１弾として、来月２１日

にこども家庭庁参与の清原慶子氏を講師にお迎えし、職員研修を兼ねたセミナー

を開催することといたしました。 

なお、１１月には私と中学生との意見交換会なども計画しており、こども・若

者の意見に耳を傾け、市民の子育てに対する気運の醸成を図ってまいります。 

次に、防災体制の強化についてであります。 

消防団員の定数につきましては、欠員や活動実績のない団員がいる状況を踏ま

え、消防団活動を円滑に行う環境を整備するため、消防団内部での検討や各町の

区長会での説明会を経て、実情に即した団員数の見直しと部を再編する条例改正

案を今議会に提出しており、今後は報酬の見直しにも着手してまいります。 

来月３日に予定している秋の総合防災訓練につきましては、最大震度６強の大

規模地震を想定し、地区ごとに初動訓練及び情報伝達訓練を実施いたします。 

今回は、韮崎高等学校、韮崎北西小学校及び甘利小学校において特定地区総合

防災訓練を行い、地域における避難行動、市民による避難所開設と運営方法を確

認するほか、災害協定を結んでおります山梨キッチンカーコミュニティーの参集

訓練も実施いたします。 

また、防災・減災意識の向上を図ることを目的として、中田屋内運動場におい

て、１０月１４日に一泊で親子避難所宿泊体験を実施することとし、テントの設

営や保存食の実食等、日常との違いを体感していただき、いざという時に必要な

力を養うことができる内容としてまいります。 
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次に、新型コロナウイルス感染症についてであります。 

５月から開始した、６５歳以上のワクチン接種率につきましては、今月２１日

時点で５０％となっております。 

来月からは、初回接種を終了した５歳以上のすべての方を対象に「XBB.１（エ

ックス ビービー ワン）系統」に対応するワクチンを使用した接種を開始いた

しますので、引き続き韮崎市医師会と連携を図り、感染予防対策を推進してまい

ります。 

次に、医療体制の充実についてであります。 

市立病院につきましては、これまで課題となっておりました会計の待ち時間を

なくすため、医療費の後払いサービスを県内の公立病院で初めて導入し、患者ニ

ーズに対応した利便性の向上を図ってまいります。 

また、新たに電子マネーやQRコードなどの決済サービスを拡充するとともに、

入院時の連帯保証人制度に保証会社も選択できるサービスを開始いたします。 

次に、スポーツ活動の充実についてであります。 

１０月１４日に韮崎駅前広場をメイン会場として、チームの仲間と楽しみなが

ら参加できるスポーツ活動に海洋ごみ問題などの環境美化活動の要素を取り入れ

たイベント、「スポＧＯＭＩ
ゴ ミ

×スポＣＯＭＩ
コ ミ

-ｉｎにらさき」を開催いたします。 

また、１１月３日には、韮崎中央公園で４００m ハードルの日本記録保持者で

ある為
ため

末
すえ

大
だい

氏をゲストにお招きし、幼児から高齢者まで誰でも気軽に参加できる

運動会、「ニラリンピック２０２３」を開催いたしますので、多くの皆様のご来場

をお待ちしております。 

 次に、公園整備の充実についてであります。 

韮崎中央公園につきましては、現在、複合遊具の更新とユニバーサルデザイン

トイレの整備を進めておりますが、さらに、年齢に関係なく、誰もが気軽にスト

レッチや軽い運動を楽しみ、健康づくりができる環境を整えるため、新たに健康

遊具を設置する経費を補正予算案に計上しております。 

次に、地域文化の創造・継承についてであります。 

小林一三の生誕１５０周年記念事業につきましては、来月２３日の茶人逸翁を

偲ぶ記念茶会をはじめ、１１月４日には逸翁美術館館長をお招きし、業績を紹介

する特別講演会や東宝映画の上映会、１２月３日には宝塚 OG による記念コンサ

ートを開催いたします。 

このほか、来月完成予定の一三翁の生い立ちや活躍を解説した記念冊子を各小

学校での地域学習、また、各種関連行事において活用し、多くの市民に、その人

となりと業績を広め、郷土愛の醸成に繋げてまいります。 
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 次に、魅力ある観光施策の充実についてであります。 

 フェスタ韮崎につきましては、多くの方々に楽しんでいただくため、キッチン

カーなどの出店をはじめ、ダンス祭りや音楽祭のほか、ワインフェスティバルを

同日に行うなど、さらに内容を充実させ、１０月８日に韮崎中央公園において開

催いたします。 

なお、昨年の課題を踏まえ、無料シャトルバスによる送迎を拡充するなど、交

通渋滞対策を実施してまいります。 

 次に、工業の振興についてであります。 

 県内有数の製造品出荷額を誇る本市において、昨年から昭和産業株式会社や株

式会社ササキ、東京エレクトロンテクノロジーソリューションズ株式会社がゼロ

カーボンなどの環境に配慮した人と自然にやさしい新社屋等を相次いで新築し、

穂坂地区を中心とした工業の集積が図られております。 

今月４日には、上ノ山・穂坂地区工業団地内に旭陽電気株式会社の韮崎新工場

が竣工されたことから、企業立地助成金として、交付するための経費を補正予算

案に計上しており、さらなる雇用と税収の増加につながるものと期待しておりま

す。 

 次に、地域福祉体制の確立についてであります。 

１０月１１日に住民主体の支えあう福祉のまちづくりを推進するため、社会福

祉協議会や市民団体等と協働で「にらさきの未来をつなげる、まち、ちいき、く

らし」をテーマに、楽しみながら参加できるフォーラムを開催いたします。 

市民一人ひとりが地域における支え合いの担い手として、「今何ができるか」を

考える機会となることを期待しております。 

次に、積極的な情報発信についてであります。 

明年度、市制施行７０周年を迎えることから、良好なブランドイメージの定着

を図ることを目的としたシティプロモーションを実施し、本市の魅力の評価や独

自性の発掘を改めて行ったうえで、戦略的な情報発信に努め、市内外の方々から

選ばれ、愛されるまちを目指してまいります。 

次に、市有財産の活用についてであります。 

旧税務署跡地につきましては、今月１７日に売却に係る公募型プロポーザルを

行い、トヨタホームふじ株式会社を優先交渉者に選定したところであり、今後、

住宅分譲地として協議を進めてまいります。 

また、旧静心寮跡地につきましては、用地としての利用価値を高めるとともに

維持管理経費の削減を図るため、建物の解体や分筆測量等に必要な経費を補正予

算案に計上しており、今後、定住促進や子育て支援施策なども視野に入れ、利活

用を検討してまいります。 
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 次に、今議会で認定をいただく、令和４年度決算についてであります。

一般会計における歳入総額は、１７１億８,０９４万５千円、前年度に比べ、
３.４％の増、歳出総額は、１６５億４,０１６万９千円、前年度に比べ、３.２％
の増となっております。

歳計剰余金は、６億４,０７７万６千円で、翌年度への繰越財源を差し引いた
実質収支は、５億７４０万９千円であります。

また、「実質単年度収支」は、６億６,１５６万円の黒字となっており、財政調
整基金やその他特定目的基金の残高の合計は、前年度と比べて７億４,０６４万
１千円増加しております。

なお、財政構造の弾力性を示す「経常収支比率」につきましては、８６.７％
と、前年度より 0.２％改善しております。

次に、「健全化判断比率」につきましては、「実質公債費比率」が０.６％増加
し、９.６％、「将来負担比率」は７.５％減少し、６４.６％となり、いずれの指
標も早期健全化基準を大きく下回る結果となっております。

また、特別会計につきましても、実質収支の総額が８,５７１万７千円となり、
堅実な財政運営を行うことができました。

なお、企業会計におきましても、概ね堅実な収支状況となっておりますが、病

院事業会計につきましては、医業収益の減収が影響し、純損失は１億９,１１５万
１千円となったところであり、引き続き、安定的かつ継続的な医療の提供を目指

し、経営改善に取り組んでまいりたいと考えております。

議員各位のご協力と市民の皆様のご理解に支えられ、令和４年度も健全財政を

維持できましたが、なお一層、効率的な予算執行に取り組み、将来を見据えた計

画的な財政運営に努めてまいる所存であります。

次に、本日提出いたしました審議案件につきましては、先の６月議会以降の新

たな行政需要に対応するため、条例等の改正のほか、予算につきましても補正の

必要が生じましたので対処いたしたところであります。

これにより、今議会でご審議をお願いする案件は、

報告案件   １件、

予算案件   ４件、

条例案件   ３件、

その他案件  ２件、

認定案件  １７件であります。

このうち、一般会計補正予算案について、その概要を申し上げます。
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今回の補正につきましては、前年度繰越金、普通交付税等の確定に基づく歳入

予算を計上したほか、定期人事異動に伴う職員給与費の補正並びに緊急性を生じ

た諸事業を中心に編成したところであります。

先ず、議会費につきましては、定期人事異動による職員給与費など、７２万円

を増額補正しております。

次に、総務費であります。

令和４年度決算における実質収支の２分の１相当額を積み立てるため、財政調

整基金積立金に２億５,３７０万５千円、旧静心寮跡地の有効活用を図るため、解
体工事及び不動産鑑定等の経費として、財産管理費に９,３０７万６千円を追加計
上するなど、総額３億３,９８３万３千円を増額補正しております。

次に、民生費であります。

公認心理士が家庭を巡回し、こどもや家族に対して、相談、助言による支援を

推進するため、子ども家庭総合支援拠点運営事業費に１４２万５千円、令和４年

度子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費補助金等国庫支出金の確定により、

国庫支出金等返還金に４９６万４千円を計上するなど、総額５７９万５千円を増

額補正しております。

次に、衛生費であります。

定期人事異動による職員給与費を３５６万４千円減額する一方、令和４年度新

型コロナウイルスワクチン接種事業費の確定により、国庫支出金等返還金に１億

６,９３１万円を計上するなど、総額１億６,２１１万１千円を増額補正しておりま
す。

次に、農林水産業費であります。

強風による被害を受けた果樹農家に対し、二次的被害を防ぐために散布した薬

剤費等を助成する経費として、農業災害緊急支援事業費に１３６万４千円、県営

事業費の増額に伴う市負担金の増により、県営経営体育成基盤整備事業費に２,３
１７万５千円を増額するなど、総額２,９１７万６千円を増額補正しております。

次に、商工費であります。

定期人事異動により、職員給与費を３７万円増額するとともに、市内企業の新

工場建設による助成金を交付するため、企業立地支援事業費に５,７０７万８千円
追加計上するなど、総額５,７７７万２千円を増額補正しております。

次に、土木費であります。

駅前整備に係る追加工事等の経費として、市単独道路整備事業費に７７７万７

千円を追加計上するほか、旭町上條北割地内の急傾斜地崩落対策工事費の負担金
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として、県営急傾斜地崩落対策事業費に１５０万円、市道（韮崎）６号線の岩下

地区、上ノ山地区間における急傾斜地崩落、落石対策を早期に実施するため、岩

下地区急傾斜地崩落対策事業費に１,７４６万９千円を増額するなど、総額３,８６
７万９千円を増額補正しております。

次に、消防費であります。

消防団員安全装備品整備事業助成金の採択により、消防団員の防寒着購入経費

として、消防団運営事業費に１０４万８千円、減災マップ作成地区の増による調

査、作成作業等に要する経費として、災害対策事業費に２０万４千円を追加計上

するなど、総額２２５万８千円を増額補正しております。

次に、教育費であります。

韮崎北東小学校のトイレを洋式化するための経費として、小学校施設管理事業

費を６８２万円増額するほか、私立の認定こども園建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査経費として民間開発埋蔵文化財確認等調査事業費に２６０万４千円を追加計上

するなど、総額１,５１６万２千円を増額補正しております。

次に、災害復旧費でありますが、本年５月に発生した台風２号により被災した

市道の復旧工事費として、市道災害復旧事業費に１,２００万円を計上しておりま
す。

以上の結果、一般会計補正予算額は、６億６,３５０万６千円の増額補正となり、
現計予算額は１８０億２,２１２万８千円となります。

次に、特別会計、企業会計の補正予算案であります。

後期高齢者医療特別会計につきましては、定期人事異動による職員給与費を１

万１千円増額するほか、後期高齢者医療広域連合納付金に５８万円、保険料還付

金に１１３万５千円を計上するなど、総額１０３万３千円を増額補正しておりま

す。

介護保険特別会計につきましては、定期人事異動による職員給与費を２４５万

４千円減額する一方、令和４年度決算に基づく国庫支出金等償還金に８,５６８万
円を計上するなど、総額８,５６１万８千円を増額補正しております。

水道事業会計につきましては、定期人事異動により収益的収入・支出それぞれ

２３７万１千円を減額し、県が実施する道路改良工事に対する給水補償工事費等

の追加計上により、資本的収入を２,３３７万円、資本的支出を２,６５４万５千円
増額補正しております。
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その他の案件につきましては、いずれもその末尾に提案理由を付記してありま

すので、よろしくご審議のうえ、ご議決あらんことをお願い申し上げます。

 さて、議員各位におかれましては、今議会が任期最後の議会となりました。 

 「韮崎市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例」の制定をはじめ、タブレ

ット端末の導入によるＩＣＴ化の推進など、議会改革に幾多の功績を残され、市

政発展のために注がれたご尽力に対しまして、深甚なる敬意と感謝の意を表する

次第であります。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策における各種事業につきましては、多大

なご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 引き続き、市議会議員に立候補される方におかれましては、再びこの議場でお

目にかかれますようご健闘を心よりお祈りしております。 

 ご勇退される方々におかれましては、ご在任中と変わることなく、市政に対し

て今後もご指導を賜りますようお願い申し上げます。 

 皆様方の、ますますのご健勝とご活躍を衷心よりご祈念申し上げ、私の所信と

いたします。 

令和５年８月３１日

韮崎市長 内 藤 久 夫 


